
10

１ 人権教育を推進する学校づくり

　学校においては、教科等の指導、生徒指導、学級経営等、その活動の全体を通じて、
人権尊重の精神に立った学校づくりを推進していくことが大切です。

　学校における人権教育は、教科等の指
導、生徒指導、学級経営等、あらゆる教育
活動をとおして行われるものです。
 校長は、人権教育が学校づくりの中核と
して推進されるよう、人権教育の視点に
立って学校の教育目標を作成するとともに、
自校の実態を踏まえ、人権教育に関わる
目標について教職員相互の共通理解を図
り、効果的な実践と適切な評価が行われ
るよう、リーダーシップを発揮しなければ
なりません。

２ 人権教育の充実を目指した教育課程の編成
　学校において人権教育を展開する際には、人権教育の目標と各教科等の目標やねらいとの関連を
明確にした上で、効果を上げられるように取り組むことが重要です。また、「人権教育の指導方法等の
在り方について[第三次とりまとめ]」には、教育課程の編成に当たっての留意点として、「地域の教育
力の活用」「体験的な活動の導入」「学習形態、教育方法上の工夫」「生き方学習や進路指導との関
連」の４点が示されています。全教科・領域に人権教育の内容をどう位置付けて取り組むのか、具体
的に全体計画、年間指導計画に表す必要があります。

人権尊重の視点に立った学校づくり

1

生徒指導

学級経営等

教
科
等
指
導

・各教科等の特質に応じて、
地域の人・もの・ことや施
設等、地域の教育力を計
画的・効果的に活用して、
教育活動全体をとおして人
権教育を推進する。

｢地域の教育力」を
活用する

人権が尊重される
学習活動づくり

一人一人が大切にされる授業
互いのよさや可能性を
発揮できる取組

人権が尊重される
人間関係づくり
互いのよさや可能性を
認め合える仲間

人権が尊重される
関係づくり

〔安心して過ごせる学校・教室〕

・フィールドワーク等の体験
活動を積極的に活用して、
人権についての「知識及び
技能｣「思考力、判断力、
表現力等」｢学びに向かう
力、人間性等」を育み、人
権感覚を育成する。

｢体験的な活動」を
取り入れる

・児童生徒の実態を踏まえ、
人権教育の目標に応じて、
計画的に、一斉学習・グ
ループ学習・個別学習など
の学習形態の工夫を行う。
また、目的・内容に応じて、
授 業 担当教員とゲスト
ティーチャー（地域人材
等）とのＴＴを取り入れたり、
コンピュータ等のＩＣＴ機器
を活用したりするなど指導
方法等の工夫を行う。

学習形態、教育方法上
の工夫を行う

・学級活動やホームルーム
活動等で人間としての在り
方、生き方についての自覚
を深める学習や、進路指導
の機会等をとおして長期
的・広域的視野から人権
教育を推進する。

｢生き方学習」や
進路指導と関わらせる
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学級経営 人権教育

３ 人権教育の理念に立った生徒指導
　生徒指導は、児童生徒の自己指導力を育成するという積極的な意義があります。また、生徒指導は、
学校生活が児童生徒一人一人にとっても、学級や学年、学校全体といった集団にとっても充実したも
のになることを目的としています。これは、「自分の大切さとともに他の人の大切さも認めること」がで
きる人権感覚を育むことを目指す人権教育と、相通じるものであると言えます。

４ 人権尊重の視点に立った学級経営
　児童生徒が多くの時間を過ごす学級の中で、「自分が大切にされている、他の人も大切にしている、
されている」と実感できる「学級づくり」に取り組むことが、人権教育を推進していく基盤となります。
教職員は、「児童生徒の尊厳を傷つけていないか」「褒めたり認めたりして自己有用感がもてるように
しているか」「児童生徒がもつ悩みや課題の解決のために親身に丁寧に寄り添っているか」などを意
識しながら日々の指導を振り返り、自らの取組や姿勢を改善することが必要です。児童生徒の実態を
把握し、人権が尊重される環境をつくるには、目の前の子どもに寄り添う「かかわる同和教育」の取
組が重要になります。

【 チェックしてみましょう 】

１　授業（各教科、特別活動、総合的な学習の時間等）において、一人一人が大切にされている授業
づくりに取り組んでいますか。
２　互いのよさや可能性を認め合える仲間づくりを行っていますか。
３　学校・教室が児童生徒にとって安心して過ごせる場所になっていますか。特に言語を媒体として
偏見や差別意識が生まれたり、顕在化したりすることがないよう、言語環境を整えるように努めて
いますか。

○学校や学級の生活等の
中で、自他尊重の意
識・意欲・態度、実践
的行動力を育成
※自他のよさを認め合
い、共感的理解を育む
※自己表現できる力やコ
ミュニケーション能力
を育成する

○学級集団づくりの目標の設定

○児童生徒の実態把握
○家庭・地域の教育的ニーズの把握

○保護者への説明
○家庭・地域等との連携

○生徒指導、進路指導、教育相談
　等の充実

○学級文化の醸成

○教室環境・言語環境等の整備

○学級経営の点検・評価改善

～教育活動全体を通じて、人権尊重の精神に立った学校づくりを進めるために～
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：日本と世界の音楽に親しもう「世界の国々の音楽」(外国人)

：にぎわう都市、花開く文化「新しい学問」(同和問題)

　全体計画は、学校における人権教育の推進の根幹となるものであり、年間指導計画は、年間の取組の全
体像を具体的に把握し、教職員が共通認識をもって人権教育に取り組めるようにするための大切な指針で
す。これらの作成及び工夫改善に当たっては、学校全体の組織的な取組として進めていく必要があります。

１ 学校課題の解決を具体化する全体計画、年間指導計画の作成

２ 年間指導計画の作成手順

⑴ 全体計画の工夫、改善のための留意点
①　児童生徒の実態や課題を明確にします。
②　児童生徒の実態や課題、保護者や地域の願いに即した人権教育の目標を設定します。
③　各教科等における取組と人権教育の目標との関連を整理します。
④　家庭や地域、関係機関等との協力や連携について整理します。

⑵ 年間指導計画の工夫、改善のための留意点

⑴ 児童生徒に学ばせたい人権課題を自校の人権教育の全体計画から明確にします。
  （人権教育、同和教育部等）

①　人権教育の取組と全体計画に示した目標等の関連が明確になるよう工夫します。
②　目標の具現化につながる各教科等の学習単元を位置付けます。
③　入学前の学習履歴を踏まえ、学習内容を検討します。

2

人権課題

Ⅳ章  個別の人権課題解決のために

⑵ 各人権課題の内容例と指導上の留意点を示します。（人権教育、同和教育部等）

5年音楽の例
6年社会の例

○女性　○子ども・若者　○障害者　○同和問題　○外国人　○感染症患者等
○性的指向・性自認を理由とする偏見や差別　など

（p26～36）を参照

上記（1）の　　　　　 のどの内容と結び付くのかが分かるようにしましょう。

⑶ 各教科・特別活動・総合的な学習（探究）の時間において、人権教育の目標と結び付く
　 教育活動を選定します。（学年部）

⑷ 選定した教育活動の内容を、学年ごとに一覧表に表します。（学年部）

※全体計画例については、次ページを参照

※年間指導計画例については、p14～15を参照

人権課題
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外国語

情報

道徳

総合的
な学習
の時間

特別
活動

低学年（１年） 中学年（２年） 高学年（３年）

全体計画例
※「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］～実践編～」（文部科学省H20.3）p8～9から引用

市民憲章等
○高齢者や子どもをいたわり、共に助け
合う住みよい町づくり

○教材を通して人間としての生き方についての考
えを深める国語

市における人権教育の重点目標
○豊かな人間性の育成
○男女共同参画社会の実現
○人権問題の解決

学校の教育目標
○自他を大切にする生徒（児童）
○思いやりのある生徒（児童）
○すすんで学ぶ生徒（児童）

○誰とでも仲良くする

各学校の重点目標

各教科等における目標

○男女が互いに尊重され協力する活動　　○高齢者や障害のある人との交流

個別的な人権課題への取組

○相手の立場に立つ ○自他の人権を尊重する

生徒指導 教育相談 進路指導

○生徒理解の深化
○人権尊重の視点
に立った個別指
導の充実

○健全な規範意識
の育成

教科外活動等

○問題傾向の早期
発見
○個別的なカウン
セリングの充実

家庭･地域･関係機関等との連携 校種間の連携

○学校における人権教育
の理解と啓発

○PTA等の活動との連携
○地域の人権に関する取
り組みとの連携

家庭・地域・関係機関等との連携/校種間の連携

○校種間連絡会議の定期
的開催

○交流学習の充実

○キャリア教育の
充実
○自己学習力の育
成　
○職場体験活動の
実施

人権教育の目標
【基本目標】

○人権に関する知的理解の深化
○人権感覚の育成

【重点目標】
○安心して学び合える学習環境の整備
○ともに学び合う関係づくり
○対話の力の育成
○自他の人権を尊重する態度の育成

学校経営の重点目標
○いきいきとした学校生活の実現を図る
○学ぶ意欲を高める
○健全な規範意識を育む
○人権尊重の精神を培う
○地域とともにあゆむ

学級経営の目標
○なかよく助け合える学級
○違いを認め合える学級
○ともに学び合える学級

○人権問題を正しく理解する社会

○論理的思考や合理的な考え方を養う数学

○科学的な見方や考え方、自然や生命を愛する
心情を育てる理科

○身近な人 と々のかかわりに関心をもつ

○合奏や合唱を通して豊かな感性を育てる

○表現活動や鑑賞活動を通して豊かな感性を
育てる

○表現力やコミュニケーション能力を育成する

○人権に配慮して情報を主体的に活用しようと
する態度を育てる

○差別や偏見に気付かせ、人間尊重の精神を育
てる

○学級活動、生徒会活動、クラブ活動、学校行
事において、望ましい集団活動や人間関係に
ついて体験を通して学び、自他を尊重し社会に
貢献する姿勢を養う

○教科横断的な内容の学習や体験的活動を通
して、課題を解決するための実践的行動力や
豊かな人間性を養う

美術

○協調性・連帯性を育てる保健
体育

○よりよい家庭生活の在り方に気付き実践する
力を育てる

技術
家庭

生活

音楽
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1 2 3

人権教育、同和教育年間指導計画例

仲間を大切にしようとする

りれーきょうそう
（生きるⅠ）

※資料名について ①各教育委員会の作成資料については、作成者の許可を得て、巻末にリンクを掲載しました。
②新潟県教育委員会作成の資料についてはTeaRoom等にアップロードされています。

小
　
　学
　
　校

中
　
　学
　
　校

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

主 　 題

資 料 名1年

人権課題

授業時数学年

性別について固定的な
見方・考え方にとらわれない

かみひこうき
（生きるⅠ）

女性（男女平等）

主 　 題

資 料 名2年

人権課題

ふだんの言動にひそむ
差別に気付く

ひまわり学級に行けばいい
（生きるⅡ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

主 　 題

資 料 名3年

人権課題

いじめをなくすために行動する

このままではいけない
（生きるⅡ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

主 　 題

資 料 名4年

人権課題

いじめをなくすために行動する

しんじさんのノート
（生きるⅢ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

主 　 題

資 料 名5年

人権課題

部落差別の歴史に学ぶ

人権の歴史
（生きるⅢ）

同和問題

主 　 題

資 料 名6年

人権課題

適切なコミュニケーションに
ついて考える

SNS教育プログラム
（新潟県教委作成資料）

インターネットによる人権侵害

主 　 題

資 料 名1年

人権課題

拉致問題が解決すべき重大な
人権問題であることを理解する

「日本人拉致問題」学習資料集
（新潟県教委作成資料）

北朝鮮による拉致被害者

主 　 題

資 料 名2年

人権課題

誤った認識が
差別を生むことを知る

今なお残る様々な人権問題
(生きるⅣ）

感染症患者等（ハンセン病患者）

つらい思いをしている友達の
気持ちを受け止め、行動する

ぼくもしたい
（生きるⅠ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

「ちがい」を認め合い
互いを尊重する

友だちの気もちを大切に
（和歌山県教委作成資料）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

それぞれの個性を大切にする

どうしよう
（生きるⅡ）

女性（男女平等）

集団としての高まりを求め
行動する

もやもや書き
（生きるⅡ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

いじめに立ち向かう心をもつ

切られた心
（生きるⅢ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

すべての人がありのままに
生きることのできる社会を目指す

すべての人が「自分らしく」生きられる
社会って（宝塚市教委作成資料）

性的指向・性自認を理由とする偏見や差別

外見や出身による偏見や差別に
対する不当性に気付く

人の値うち
(生きるⅣ）

同和問題

インターネットの向こう側にいる
相手の感情や痛みを読み取る

SNSでの書き込み
（新潟県教委作成資料）

インターネットによる人権侵害

結婚差別の現実を知り
家族の本当の幸せを考える

あなたに伝えたいこと
（新潟県教委作成資料）

同和問題

一面的な見方で差別しない

おおかみさんがひっこしてきた
（生きるⅠ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

病気に対する偏見をなくす

学級会で
（生きるⅠ）

障害者

「障害」という個性があることを知り、
共に暮らしていこうとする

だれもが住みやすいまちに
（奈良県教委作成資料）

障害者

情報を正しく理解して
公正な態度で接する

新型ウイルス感染と差別
（新潟県教委作成資料）

感染症患者等

高齢者の視点で想像し
どのように接するべきか考える

様 な々年齢の人たちとともに生きる
ことを考えよう（神奈川県教委資料）

高齢者

部落差別に立ち向かった
人の生き方に学ぶ

渋染一揆
（生きるⅢ）

同和問題

読み書きができることの意味を
考える

文字をおぼえて夕やけが美しい
（生きるⅣ）

同和問題

就職差別の不当性に気付き
差別を解消しようとする

就職差別をなくすために
（生きるⅣ）

同和問題

部落差別の不当性に憤り差別を
解消しようとする意欲を高める

Ａさんの歩んだ道
（生きるⅣ）

同和問題

主 　 題

資 料 名3年

人権課題

（年間授業時数を各学年３～５回に想定して作成）
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「生きるⅠ～Ⅴ」の活用にあ
たっては、「指導の手引き」を
参照してください。

4 5 各教科・特別活動

自分のよさに気付き
人間関係を大切にする

ぼくのいいところ
（生きるⅡ）

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

互いの違いを認め
共に生活していく

外国につながりのある人たちとの
生活を考えよう（神奈川県教委作成資料）

外国人

職業に対する差別や偏見をなくす

あったかいプレゼント
（生きるⅢ）

様々な人権問題（職業差別）

誤解を与えない伝え方に
ついて考える

ＳＮＳでの仲間外し
（新潟県教委作成資料）

インターネットによる人権侵害

全国の部落差別の歴史と
社会的な役割を理解する

忘れてはならない歴史と文化
第一部（生きるⅣ）

部落差別

全国の部落差別の歴史と
社会的な役割を理解する

忘れてはならない歴史と文化
第二部（生きるⅣ）

同和問題

全国の部落差別の歴史と
社会的な役割を理解する

忘れてはならない歴史と文化
第三部（生きるⅣ）

同和問題

新潟水俣病をめぐって
闘ってきた人の生き方を学ぶ

ある新潟水俣病患者の訴え
（生きるⅢ）

新潟水俣病被害者

差別解消に向かって
共に立ち上がる

人の世に熱あれ、人間に光あれ
（生きるⅢ）

同和問題

いじめをなくすために行動する

いじめ見逃しゼロスクール集会

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

いじめをなくすために行動する

いじめ見逃しゼロスクール集会

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

いじめをなくすために行動する

いじめ見逃しゼロスクール集会

子ども・若者（いじめ、仲間はずし）

・おおきなかぶ（国語）
・くじらぐも（国語）
・がっこうだいすき（生活）
・なかよくなろう（生活）
・みんないっしょ（道徳）
・こころのはっぱ（道徳）

・１年生を迎える会（特活）
・６年生を送る会（特活）

・ごんぎつね（国語）
・1つの花（国語）
・地域で受けつがれてきたもの（社会）
・話せばわかる（道徳）
・となりのせき（道徳）
・児童会祭（特活）

・６年生を送る会（特活）

・スイミー（国語）
・スーホの白い馬（国語）
・町たんけん（生活）
・児童会祭（特活）
・ひろいせかいのたくさんの人たちと（道徳）
・おれたものさし（道徳）

・６年生を送る会（特活）

•もっと知りたい友だちのこと（国語）
・わたしたちの学校自まん(国語）
・はたらく人とわたしたちのくらし（社会）
・ごみステーション（道徳）
・三つのくに（道徳）
・児童会祭（特活）

・６年生を送る会（特活）

・よりよい学校生活のために（国語）
・大造じいさんとガン（国語）
・未来とつながる情報（社会）
・遠足の子どもたち（道徳）
・転校生がやってきた（道徳）
・児童会祭（特活）

・６年生を送る会（特活）

・私たちにできること（国語）
・海の命（国語）
・幕府の政治と人々の暮らし（社会）
・明治の新しい国づくり（社会）
・言葉のおくりもの（道徳）　
・卒業式（特活）

・６年生を送る会（特活）

・日本の諸地域（社会）
・中世の日本（社会）
・近世の日本（社会）
・私のせいじゃない（道徳）
・情報モラルと友情（道徳）
・修学旅行（総合的な学習の時間）

・卒業生を送る会（特活）

・現代の日本と私たち（社会）
・個人の尊重と日本国憲法（社会）
・たんぽぽ作業所（道徳）
・無実の罪（道徳）
・職場体験学習（総合的な学習の時間）
・卒業式（特活）

・世界のさまざまな地域（社会）
・傍観者でいいのか（道徳）
・新しいプライド（道徳）
・席替え（道徳）
・入学式（特活）
・卒業生を送る会（特活）

小学校低学年用

小学校中学年用

小学校高学年用

高校生用

中学生用

「生きるⅤ」
は、高校生用
副読本です
が、教職員の
研修資料と
しても活用で
きます。
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 学校という限られた場だけではなく、社会全体の中で、社会の一員として自他の人権を守り、尊重できる感
性を育てることが大切です。そのためには、計画的、組織的に様々な連携を図り、実際の体験から学ぶ学習
を進めることが必要です。

１ 校種間の連携
⑴ 幼保・小・中・高の連携
　豊かな人権感覚は、一時の指導で身に付くものではありません。義務教育の９年間を中心にしなが
ら、幼稚園等（認定こども園、保育園等を含む）、高等学校を含めた長い期間をかけ、豊かな感性を
醸成しましょう。自分の成長を自分で確認するといった視点からも、同年齢と異年齢、両方との交流が
大切です。また、指導する側は、発達段階に応じた知識とスキルについて、確実に指導を積み重ねて
いくことを目指し、校種間の連携を更に深めていきましょう。

２ 家庭・地域との連携
⑴ 保護者への啓発
　大人の人権感覚が子どもより優れているとは限りません。人権教育、同和教育についてあまり学ぶ
機会がなかった方がおられるかもしれません。学級だより・学校だより等で児童生徒の人権教育に関
する学習内容と学びの姿を伝えることで、学校での取組を共有するとともに、保護者の学び直しの
きっかけをつくりましょう。

⑵ 親子で学ぶ場の設定
　ごく身近にある人権問題に関するとらえは、家庭内では大人から
の一方的な押し付けになりやすく、家族の考え方が子どもにすり込
まれていく傾向にあります。学級や学年などで取り上げた学習をたよ
り等で紹介し、親子で話し合う意義を伝えていきましょう。感じ
方や受けとめ方は人それぞれに異なることから、日頃の思いを言
葉にすることで、新たな気付きが生まれることもあります。子ども
の学びはもちろんのこと、大人が子どもから学び、自分の考え方
について改めて問い直す場にもなります。

⑵ 特別支援学級、特別支援学校との連携
　直接顔を合わせ、言葉を交わし、交流することで、
気付くことがたくさんあります。互いのよさや見えにく
い「困り感」を知ることが、他者理解を深め、人権感
覚の醸成へとつながります。まずは触れ合うことが第
一ですが、イベントだけに終わることのないよう、指
導する側のねらいを互いに理解し、計画的な連携を
進めましょう。

★交流の質を高め、双方に意義ある連携と
するために

・相手にとって、何がプラスになるのか、計画
段階から互いに意識する。
・担当者任せにせず、学校組織として対応する。
・１回に詰め込みすぎず、子どもが考える時間を
十分にとる。
・体調等に合わせ、柔軟な対応ができるプロ
グラムを組む。
・事前、事後の指導を確実に行い、学びを確
かめる。

○双方向の連携のために、十分な打合せを！

3
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⑶ ＰＴＡや地域団体と連携した取組
　一つの家庭だけ、一つの学校だけでの取組には限界が
あります。毎日暮らす地域社会の中で、生活の一部として
子どもたちの人権感覚が育まれていくよう、ＰＴＡや地域
の健全育成団体等と連携した取組を進めましょう。
　地域で行われている様々な活動を、人権感覚の育成と
いう視点で見直し、つなげていくことが大切です。

⑷ 地域を知る活動
　それぞれの地域には、祭りなどの伝統行事、言い伝えや
地名に込められた思いといった固有の歴史や文化がありま
す。それらを知ることは、地域の中で生きる一人の人間とし
て大切なことです。地域の先人の思いや願いを知り、その
上に立って自分たちが暮らしていることを学びましょう。地
域の一員として自分の在り方を考えることが、バランスのと
れた人権感覚の醸成につながります。また、子どもたちの
人権感覚を地域で育ててもらうだけではなく、人権に対する子どもたちの学習内容や育った感性を地
域に伝え広げることが、人と人とが支え合う温かい地域づくりにつながります。

３ 関係機関との連携
⑴ 障害者施設、高齢者施設等との連携（施設訪問、学校への招待、手紙での交流等）
　障害のある人たちが障害と向き合いながら明るく生きる姿、
お年寄りの優しさや知恵といったよさ、障害者や高齢者に特有
の困り感など、直接顔を合わせ、言葉を交わし、交流することで
気付くことがたくさんあります。普段触れ合う機会が少ない人た
ちとの交流が、他者理解を深め、「みんな違ってみんないい」と
いう人権感覚の醸成につながります。

⑵ 学校を支える組織・機関との連携
 地域学校協働本部、放課後子ども教室、児童クラブ、子ども育成センター、ＮＰＯ法人など、学校を
支え、子どもの健やかな成長のために力を注いでくれる組織・機関が増えています。また、児童相談所
をはじめとした様々な相談機関があります。このような組織・機関と学校とが子どもたちの育ちについ
て話し合い、同じ方向に向かって力を合わせることが大切です。校長のリーダーシップのもと、問題が
起こったときだけの連携ではなく、学校組織として定期的に話合いの機会をもち、風通しをよくしてお
くことが、子どもを包み込むために重要です。

★連携の目的の共有を
　｢学校が地域の教育力を得てゆとりを
生む」だけではなく、「学校や子どもたち
を支援することで、地域が活性化する」
ことも連携の大きなメリットの一つです。

　連携すること自体が目的ではなく、連
携することで何ができるのか、目的を共
有し、同じ方向を目指すことで、社会全
体で子どもを育てる意識を高めていきま
しょう。

　限られた時間の中での交流、連携だからこそ、価値ある時間にしたいものです。そのときだけの驚
きや興奮で終わることのないよう、一人一人の内面に目を向け、次の連携へとつながる方法を工夫し
ましょう。また、一番大切なことは環境づくりです。子どもを取り巻く大人が一体となって、計画的、
組織的に人権に対する豊かな環境をつくることを心がけましょう。
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